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要旨
平成2年4月より導入期指導パンフレッ卜を作成し患者指導を行っているが、必ずしも患者の理解が充分でないと思
われた。そこで平成2年4月から平成9年4月までに血液透析に導入した患者29名に対し、特に知ってほしい 5項目の
聞き取り調査を行った。 中でも理解不足の患者に対しては調査後に再指導を行った。2ヶ月後に再度聞き取り調査を
行った結果、パンフレッ卜による指導よりも患者との対話による質疑応答形式での指導方法がより理解度を深め有効で
あった。
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はじめに
当院では平成2年4月より新しく作成した導入期指導
パンフレッ卜を用いて、血液透析導入患者に対して指
導を行っているが、必ずしも患者の理解が充分でない
と思われたので、 患者の理解度を把握 し今後の指導の
あり方について検討 した。
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研究方法
1 )対象
平成 2年 4月から平成 9年 4月までに血液透析に導
入した患者29例で、導入時年齢は29歳から78歳、平
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均年齢58.6歳で透析歴は 4か月から 6年 1か月であ
る。
調査対象
症例総数 29例
導入年齢 60歳未満 16 (55%)例
60歳以上 13 (45%)例
29~78歳 ( 5 8. 6 :t 12.3) 
透析歴
Fig. 2 
1年未満 6 (20%)例
1 年 ~ 3年 11 (38%)例
3年以上 12 (42%)例
2 )調査及び指導の実際
当院の導入期指導パンフレットに基づき、特に知って
ほしい項目の血液透析の原理、シャン卜の自己管理、
DW、食事療法、薬の作用の 5項目について質問用紙
を作成し理解度に対して聞き取り調査を行った。理解
が充分でない患者に対しては質問の後で再指導を行い
2か月後に理解度の確認を行った。
Komatushima Red Cross Hospital M巴dicalJournal 
質問項目
-血液透析の原理
-シャン卜の自己管理
-ドライウエイ卜 (D.W.)
-食事療法
-薬の作用
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結果及び考察
血液透析とはどういう事をしているか知っていますか
と言う質問については、指導前72%、指導後86%と
理解度は良くなっているが、 高齢者では無関心な人も
あった。
血液透析の原理
(N=29) 
指導前
指導後
50 60 70 80 90 100 ( % ) 
Fig. 4 
日常生活におけるシャントの自己管理については、 長
期維持に重要な清潔やシャン卜側の血流を保つなどの
注意はできていたが、シャント音の確認、出血時の対
処方法について注意している人がやや少なく再指導に
よってほとんど全員が注意できるようになった。将来
の長い透析生活を考えシャン卜を長持ちさせるための
注意は守られていた。
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Fig. 5 
血液透析後の体重を知っていますかと言う質問ではほ
とんどが理解できており、指導後には全員が理解でき
るようになった。
|自己のドライウエイ卜 l
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リンについての理解度は指導前14%と極めて悪く、
指導後においても38%しか理解できていなかった。現
在直接の自覚症状はなく長期にわたって影響を与える
ことに対する理解が悪かったと考えられた。カリウム
の理解度は72%から86%と良くなった。定期検査でカ
リウムについて指導を受けたこともなく 注意していな
い人もいた。塩分の理解度は指導前38%から指導後
69%と良くなった。口渇感、血圧に影響する重要な事
項に対し意外と無関心であった。水分の理解度は指導
前52%指導後76%で、水分についても塩分と同じこと
が言えるが、少なくとも摂取水分量についてははっき
りと答えるように指導した。食事については家族が調
理している人が多く食事療法に対する関心が低かった
が、過剰摂取によりどういうことが起こるのかを指導
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する事により改善がみられた。今後家族に対しても
より一層の調理指導が必要であると考えられた。
食事療法
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Fig. 7 
薬の作用については、指導前34%で指導後も48%しか
理解できていなかった。薬は言われたとおりに内服し
ていればいいと思っているのみで、なぜ薬が必要かま
では考えていない人が多く 、今後も再三の指導を行う
必要があると考えられた。
薬の作用
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おわりに
血液透析患者29例に対して5項目の質問事項について
聞き取り調査し、再指導の方法を検討した。
患者との対話による質疑応答形式で、の指導を行った結
果、従来のパンフレットによる指導よりも理解度をよ
り深め有効であり、以後の生活指導にも役立つと思わ
れた。
全土圭五
1'ロロロ
血液透析患者2919IJに対し 5項目の質問
事項を聞き取り調査し、再指導の方法
を検討した。
患者との対話による質疑応答形式での
指導を行った結果、従来のパンフレッ
卜による指導より、全項目で理解度を
深め有効であり、以後の生活指導にも
役立つものと思われた。
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Although we have made an instruction pamphlet of the introduction phase and instructed patients since 
April， 1990， they seemed not to always understand it sufficiently. Therefore， we conducted an oral survey 
of five items which should be specialy known， in 29 patients who were introduced to hemodialysis during 
the period from April， 1990 to April， 1997 Especially， those patients who were found to understand it 
insufficiently were instructed again after the survey. Two months later， the oral surv巴ywas repeated. 
The results indicated that the instruction method of the question and answer type by conversation with 
patients was more effective to deepen its understanding in comparison with instruction by pamphlet. 
Keywords instruction of the introduction phase， chronic dialysis patients， instruction method of the 
question and answer type 
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